
川崎市立多摩病院 化学療法運営委員会
薬剤部

＊4種類の点滴薬（オキサリプラチン、イリノテカン、レボホリナート、フルオロウラシル）
を組み合わせて使う治療法です。

＊2週間を1コースとして以下の治療を繰り返します。
＊1日目に4種類点滴します。5-FU®は、携帯型ポンプを使用し3日目まで持続点滴します。
＊体表面積は身長と体重から計算されます。

FOLFIRINOX療法

1日目

オキサリプラチン点滴 （85mg×体表面積）

イリノテカン点滴 （200mg×体表面積）

レボホリナート点滴 （200mg×体表面積）

フルオロウラシル点滴 （400mg×体表面積）
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＜1コース分= 2週間＞
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1~3日目 フルオロウラシル点滴 （2400mg×体表面積）



① 血管ルート確保

生理食塩液の点滴をします

＜メイン＞

点滴 1日目

お薬によるアレルギー
や吐き気を予防する薬
が混ざっています。
・パロノセトロン

・デキサート®

＜側管＞

レボホリナート®が
混ざっています

フルオロウラシル®が
混ざっています

フルオロウラシル®が
混ざっています

※3日目に終了します

オキサリプラチン®が
混ざっています

④ 2時間

② 15分 ③ 2時間 ④ 30分 ⑤ 90分

投与開始時 投与終了時

携帯型ポンプ（ｲﾝﾌｭｰｻﾞｰﾎﾟﾝﾌﾟ）

アプレピタントカプセル125mg 1回1個 ｵｷｻﾘﾌﾟﾗﾁﾝ®点滴（③）開始1時間前に服用

アプレピタントカプセル80mg 1回1個 １日１回 朝食後に服用

飲み薬
（吐き気止め）

1日目

2、3日目

2～4日目
デカドロン®錠4mg 1回1個 １日2回 朝・昼食後に服用

イリノテカン®が
混ざっています

⑥ 10~15分 ⑦ 46時間

イリノテカンによる副作用（コリン
作動性症候群）を予防する薬
が混ざっています。
・アトロピン®
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